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○Ａ部会長 それでは、次第の３、議事に移ります。 

 議事（１）第６次東大和市地域福祉計画令和６年度実施状況報告でございます。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 それでは、事務局からご説明させていただきます。 

 事前に配付しています資料１、第６次東大和市地域福祉計画令和６年度実施状況報告書

（案）をお手元にご用意ください。 

 また、お持ちいただいている第６次地域福祉計画の冊子のほうのご用意もお願いします。 

 ここで報告いたしますのは、第６次地域福祉計画の令和６年度の実施状況につきまして

の報告でございます。まず、計画の概略と各課の取組を簡単にご説明いたします。 

 計画の冊子３１ページをお開きください。 

 こちらでは、第６次地域福祉計画の体系図が掲載されております。この中で、１から５

までの基本目標が掲載されております。実施状況報告でご審議いただくのは、基本目標２

から５の項目となり、基本目標１の地域共生社会を目指す子ども・子育て、保健・福祉施

策の推進に関しましては、本地域福祉部会では審議せず、それぞれの項に基づいて、市長

の附属機関で審議するものとしています。 

 基本目標２以降の取組項目は、３４ページ以降に具体的に掲げております。これらの取

組項目につきまして、関連する各課が令和６年度の実施状況につきまして評価を行い、評

価の理由を示したものが、事前にお配りさせていただいた資料１の第６次東大和市地域福

祉計画令和６年度実施状況報告書でございます。 

 それでは、資料１、こちらの令和６年度実施状況報告書（案）の１ページをお開きくだ

さい。 

 １番、第６次東大和市地域福祉計画について、計画期間は令和３年度から令和８年度と

なります。本計画は、総合計画の基本構想及び基本計画に基づき策定しています。また、

平成２９年度の社会福祉法の改正に基づき、子ども・子育て、及び保健・福祉の分野別計

画の上位計画として、また連携を図るための計画に位置づけ、他の分野の計画と整合性を

図りながら推進するものです。 

 次に、２番として、計画の進行管理については、計画に沿った施策の推進を図るととも

に、各年度の事業の実績・進捗について、東大和市地域福祉審議会に報告し意見を聞き、

計画の進行管理や評価を適正に行います。 

 次に、３番、計画の評価について、評価の数字の説明でございます。この地域福祉計画

は、令和３年度から８年度までを計画期間としていることから、令和８年度を目標の達成

期間としています。 

 令和６年度の実施状況については、評価の指標である評価結果は、評価３が順調、評価

２はおおむね順調、評価１は着手、評価ゼロは未着手としております。 

 それでは、具体的に皆様にご報告させていただくのですが、ここで大変申し訳ありませ



－2－ 

ん。１点、修正があります。こちらのＡ３版、横長になっているほうの４ページの下から

２番目の③の防犯パトロールの部分なんですけれども、評価２になっておりますが、３に

修正をお願いします。それに伴いまして、最初にお配りしているほうの３ページですね、

合計欄が、基本目標４の部分の評価が、３が３から４へ、評価２が２から１へ変更になり

まして、一番下の合計の部分が、評価３が３５から３６、評価２を５１から５０へ修正を

お願いいたします。 

 それでは、内容のほうに入らせていただきます。３ページの、今見ていただいた合計欄

のほうをご覧ください。 

 事業数に対しまして評価数が多くなってございますが、これは１つの事業につきまして、

複数の課がそれぞれ関連する事業を行っていることによるものでございます。 

 評価の内訳でございますが、全体では評価３が３６、評価２が５２事業となっておりま

す。全体的に評価２以上が９６％以上であることから、令和８年度の目標に向け、ほぼ全

体として順調に進んだことが示すことができます。 

 今回特に特記する事項としまして、Ａ３版横長のほうの１１ページですね。１１ページ

の５の（１）の④、下から３行ですね、学校施設のバリアフリー化でございます。昨年度

は、バリアフリー化を行う事業そのものがなかったため、評価はゼロとなっておりました

が、昨年度、部会の皆様から、バリアフリー化工事を実施したか、していないかという観

点ではなく、検証を行ったかという点で評価が必要ではないかというご意見を反映させて

評価を行った結果、評価１としました。 

 また、Ａ３版横長１３ページですね、記載があります第５章の成年後見制度のさらなる

事業について、これまで評価１が５個ありましたが、成年後見制度利用促進会議を立ち上

げ、令和８年度の目標達成に対する評価は２となっております。第７次計画では、成年後

見制度については東大和市成年後見制度の利用促進計画、仮ではございますが、策定予定

となっておりますから、引き続き計画へ反映していきたいと考えております。 

 また、前後してしまって申し訳ありませんが、２ページですね、⑧の包括的支援体制を

整備するというところがあるんですけれども、いろんな課が評価しているところですね。

こちらにつきましては、全ての課において３という評価になっておりまして、包括支援体

制を整備する上で評価する取組項目として、引き続き位置づけていきたいと考えておりま

す。 

 第６次東大和市地域福祉計画令和６年度実施状況報告書（案）につきましては以上でご

ざいます。 

○Ａ部会長 説明が終わりました。 

 こちらにつきまして、皆さんのご意見やご質問を伺いたいと思います。何かご質問等あ

れば、お願いいたします。 

 はい、どうぞ。 
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○Ｂ委員 Ｂです。何点かあるんですけれども、まず一番最初に、さっき学校がバリアフ

リー化を云々で、前年度はバリアフリー化の工事について実施がなかったということで、

評価ゼロで、これについて、前回の会のときにほかの部会の委員さん等から、公共等のバ

リアフリー化というのは、特に社会的弱者にとっては非常に重要な問題だから、場所も少

し検証するとか、ある程度の進捗を図るべきではないかというような厳しい意見があった

んですけれども、それに合わせて、今回教育総務課で検証を行ったということでいいんで

すね。 

 私ども、素人考えだと、検証というのは別に令和５年度でもやっていたんじゃないかと。

実施はなかったけれども、検証はやっていたんじゃないかなという、だから令和５年度も

６年度も同じようなことをやっていて、たまたま令和６年度の実施状況は、悪く解釈する

とですよ、検証を行ったという語句を加えただけで評価を上げたんではないかと、そうい

ううがった見方をするんですけれども、それはちょっと私の、昨年度は確かに検証を行っ

て、その前年度に比べると少し進捗したというふうに考えていいわけですね。 

 別に、意地悪く質問しているんじゃなくて、実態的にどうかということなんですけれど

も。 

○Ａ部会長 １つずついきますかね。 

○Ｂ委員 じゃ、それから評価云々ということではないんですけれども、１ページに民生

委員さんの欠員云々というのがありまして、これも前回のときに、我々福祉部会ではいか

んともし難いというような雰囲気であったのを、ほかの部会の委員、野口委員ですけれど

も、もうちょっと具体策を検討すべきじゃないか、例えば報酬を上げる、定年を上げると

いうような提案があったんですが、東京都の指導とか、そういうこともあって、なかなか

それは手をつけられない。 

 そうすると、欠員がないまま、例えば市報で募集をかける程度のことしかないのかなと

いうふうにいろいろ考えてみたんですが、この部会でも多少の意見なり、アイデアなりは

何かないかなと思って考えたんですが、東大和市は、これ、両方合わせると９名欠員にな

っているんですけれども、近隣市町村でうまくやって欠員がないところという市はあるん

じゃないかと。あるいは、１００％欠員でなくても非常に欠員が少ないとか、あるいは欠

員が出ても交代をスムーズにやっている市があるんじゃないかという、その辺のところの

情報交換等、どういうふうにやっているかという程度のことは、近隣市町村と常時情報交

換をされているんでしょうから、何かある程度の情報が取れるんじゃないかなと思って、

そうすれば少なくとも単に広報や、民生委員・児童委員の広報に努めているというだけで

はなくて、もうちょっと踏み込んだ策が、そういうことで考えられるんではないかなと思

ったんですけれども。これは、どうしたらいいということではなくて、私ができるんじゃ

ないかなと思ったという程度であります、そこのところは。 

 それから、８ページに、所管が地域福祉課さんで、①福祉への関心を高めてやったとい
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う云々、これ、前回も評価２で、今回も評価２、前回の評価２は、評価２だけれども、実

質は実体的には１にかなり近いんじゃないかというような意見があった。というのは、や

っていることが、市報に掲載し情報提供を行った、これは令和５年度も今年度もそうなん

ですけれども、ということでありまして、実態はね。 

 ところが、令和８年度達成目標はどうなっているかというと、支援体制を目的とする協

働事業の構築を目指す、それから福祉教育の機会を創設すると、かなり崇高な目標という

か、かなり高い目標が、協働事業を構築しろということなので、それに対して評価２とい

うのは、評価２というのはおおむね順調という評価ですが、これはどうかなと思うんです

けれどもね。８ページの一番上、この令和８年度の達成目標に対して、現在の実施状況か

らすると、おおむね順調の評価でいいのかどうかというのが、ちょっと私の理解不足かも

しれませんが、多少疑問があるのではないかと。 

 それから、１０ページの上から２つ目、介護現場の業務効率化の支援を行いますとあり

ますけれども、システム標準化で、令和８年度の目標は、申請書式の簡素化とかペーパー

レス化、これは、前年評価３で、今年度は評価２、前年度の評価が甘かったのか、同じよ

うなことをやっていたとしたら、評価が下がったのか、あるいは前年の評価がちょっと甘

かったのか、ちょっとここも疑問に思いました。 

 それから、１２ページの上から２つ目の避難行動要支援者名簿で、これ、登録者の情報

を更新した避難行動支援者名簿の情報共有を行って、評価３。これも、言葉尻を捉えるよ

うな質問で恐縮ですが、前年度も避難行動要支援者名簿を関係機関に提供し、情報提供を

図ったと、何か言っていること自体は同じようなことを言っているのに、評価が変わった

というのは、何か私の理解不足なのか、あるいは２から３へのグレードが、何かこの説明

では読み取れない何かがあったのか、そこはちょっと気になりました。 

 すみません、１人で長々と。以上です。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 ５点ですね、今ありましたので、では１つずつ確認していきましょう。 

 まず、１１ページをお開きください。 

 学校のバリアフリーということで、１１ページの１番ですかね。バリアフリーについて、

昨年ゼロから今年１、５年度がゼロで６年度が１になったと。これは、委員からも指摘が

あったというところではありますが、検証を行ったと。書いたこと、やったことは変わっ

ていないけれども、検証を行ったというワードを入れることで評価が上がったのかという

ようなご質問だったのかと思います。 

 まず、こちら、事務局、説明をお願いします。 

○事務局 事務局からお答えします。 

 そうですね、Ｂ委員がおっしゃっているとおりでして、じゃ、去年は検証していないの

かというと、検証していないわけではないので、去年のものを修正できるということでし
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たらば、１という評価にはなるかなと思います。なので、去年のここの評価ゼロというの

は、審議会でもうこういう評価が出ていますのを、ここをちょっと変えることはできない

ということで、１というふうになっております。 

 バリアフリー化と言いましても、全く、大きなエレベーターをつけるとか、そういった

大きなバリアフリー化はしていなくて、簡単な手すりなど、そういったもののバリアフリ

ー化というのはふだんからしているということは、主管課のほうには確認を取っておりま

す。その目標に対してということになると、このような評価になるということの回答にな

ります。 

 以上です。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 やっていることは変わりないけれども、言ってみれば、５年度が誤りだったという、そ

ういったことになるのかと思います。 

○Ｂ委員 ５年度が実施なしと、いかにも言い切り型で、やや冷たいように。 

○Ａ部会長 ということで、改めたということかと思います。 

 この件に関しては、何か皆さんのほうでございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 次、確認したいと思います。 

 ２つ目ですね、１ページをご覧ください。 

 民生委員さんが欠員が出ているというあたりのところかと思いますが、評価が変わって

いないですかね。 

○Ｂ委員 評価というより、この部会として何か意見提出なり、あるいは事務局さんのほ

うで何かの動きなりあればいいかなと。 

○Ａ部会長 １つ、質問の中で、近隣でも欠員がないところがあるのではないかというと

ころなんですが、その辺の情報というのは、事務局、把握されていますか。 

○事務局 近隣がないというところの情報まで、ちょっと把握はできていないんですけれ

ども、今回、１２月の一斉改選に当たりまして、ちょっと昨年度もお話させていただいた

んですが、新たな試みとしまして、他市でやっていた民生委員に関する説明会というもの

を、１月から７月にかけて６回実施しました。参加者は大体２名から３名だったんですけ

れども、その中でも、やはり興味のある方がいらっしゃってくれるので、説明会に来てく

れた方でも３０％から４０％が今回一斉改選で新たに民生委員に就任していただきました。

新たな試みとしては、そのようなことになっております。 

 あと、先ほどＢ委員からお話ありました報酬のほうについては、今のところはまだ上が

っていないんですけれども、定年延長につきましては、今回の一斉改選で、今まで再任者

については７５歳未満だったというものが、７７歳未満に変更というような改正がありま

した。そんなようなところです。 

 事務局からは以上です。 
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○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 この評価としてはね、評価はこれとして、Ｂ委員のほうからも今後のこととして何かい

いアイデアはないかということに対して、事務局のほうも多少動きをしているというとこ

ろかと思います。 

 この件に関して、何か委員の皆さんのほうでご発言があればお願いいたします。 

 Ｃ委員、よろしいですか。ぜひお願いします。 

○Ｃ委員 Ｃでございます。その辺のご心配をいただいていることについて、大変感謝を

申し上げます。 

 欠員の補充、成り手の確保というのは、やっぱり私たち民生委員自体も、自分の後任を

探すという努力をしなきゃいけない面がございますので、行政、市役所のほうでの施策に

頼っているだけではやっぱり満足できない部分が多くありますので、地域の方の民生委員

の成り手を確保、見つけるということは、私たち自身も努力していかなきゃいけないかと

思いましたので、その辺も含めて、何か施策的なことで支援していただければ本当にあり

がたいなと思っておりますので。ありがとうございました。 

 以上でございます。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 私どもも含めて、民生委員さんとふだん関わりのある立場から見て、ある意味心配な状

況というか、何とかしなきゃなというだけではなくて、やっぱりこうやって市民の皆さん

にも、何とかしなければいけないという関心がある方がいらっしゃるんだということを、

改めてここで認識をさせていただいて、今後もやっぱり事務局中心に、また民生委員さん、

現民生委員さんも協力しながら、欠員が少しでも減るような努力をしていただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 Ｂ委員、この件、よろしいでしょうか。 

○Ｂ委員 はい。 

○Ａ部会長 それでは、３つ目です。８ページをご覧ください。 

 ８ページの１番ですね、①……違うな。 

○Ｂ委員 ８ページの一番上の福祉への関心を高める啓発活動。 

○Ａ部会長 そうですね。評価が変わっていないと。 

○Ｂ委員 要するに、８年度の達成目標対比、本当におおむね順調の評価になっているか

という質問です。 

○Ａ部会長 はい。では、事務局、お願いいたします。 

○事務局 事務局からです。 

 ちょっと私の記憶では、たしか去年、最初は１だったと思うんですね。それで、ほかの

１と比べると、ほかよりはできているというので、２でもいいんじゃないかという評価を

いただいて、２にした経緯がありまして、その経緯で今年も２というふうになっているん
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ですが、確かにＢ委員がおっしゃるとおり、令和８年度の達成目標から見て２になるかと

いうと、確かにそこまでではないなというところはあるので、ちょっとここは事務局のほ

うで持ち帰らせていただいて、検討させていただければと思います。 

○Ａ部会長 いかがでしょう、Ｂ委員。 

 Ｂ委員、よろしいですか。 

○Ｂ委員 はい。 

○Ａ部会長 同じ取組をしているんであれば、これが逆に１になるのもおかしなことなの

かなとは思いますので、このあたり、ちょっと検討していただければと思います。 

 ほかの皆さん、よろしいでしょうか、この件は。 

 じゃ、次にいきます。 

 ４番目ですね、１０ページをご覧ください。 

 １０ページの②ですね。昨年３だったものが、５年度３だったものが６年度２に下がっ

ていると、この理由について、事務局のほう、説明をお願いします。 

○事務局 事務局からご説明させていただきます。 

 そうですね、Ｂ委員おっしゃるとおりで、主管課のほうに確認しましたところ、昨年度

の実施状況のほうが、ちょっと内容的に大変な改正だったということで評価を３にしたと

いうところで、昨年度と比べると、今回の実施したところが昨年度ほどではないので、２

の評価をしたというところになっております。 

 ３から２に下がった理由としましては、以上になります。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか、この件。 

○Ｂ委員 結構です。 

○Ａ部会長 評価の仕方で確認なんですが、令和８年度の達成目標に対して、どこまで進

んでいるかという意味なのか、年度年度でやったことに関しての評価なのかというと、今

の説明だと、年度年度でやったことの評価というふうに取れるんですけれども、それでよ

ろしいですかね。 

○事務局 そうですね。Ａ部会長がおっしゃるとおり、令和８年度に対する実施状況に対

して評価をするということなので、こちらも事務局のほうで持ち帰って、そういう意味を

ちょっと説明して、再度評価のほうを主管課のほうに確認したいと思います。 

○Ａ部会長 そうですね、それが目標だとすると、ある意味、やった、やらないではなく

て、後退したという意味合いになってしまうと思いますので、そこをちょっと、じゃ、よ

ろしくお願いいたします。 

 この件、よろしいでしょうか。 

 それから、じゃ、５つ目ですね。これは、避難者名簿のところですね。これは何ページ

でしたっけ。Ｂ委員、何ページ。 
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○Ｂ委員 １２ページの上から２つ目の欄。 

○Ａ部会長 １２ページの上から２つ目ですね。避難者名簿、これも２から３に上がって

いるということで、この理由を説明お願いします。 

○事務局 事務局からご説明させていただきます。 

 そうですね、こちらの名簿の提供に関しては、大きく変わっていなかったと思いますの

で、ちょっと持ち帰って担当の係の者と確認をしたいと思います。 

 ①のほうは、ちょっと大きく評価は、今までできていなかった個別避難計画のほうがで

きるようになったんですが、ちょっと②については再度確認いたします。申し訳ありませ

ん。 

○Ａ部会長 持ち帰るということで、確認をしていただくということでよろしいでしょう

か。 

○Ｂ委員 はい。 

○Ａ部会長 Ｂ委員からの質問に対する答え、回答ですね、以上でよろしいでしょうか。 

 ほか、質問とかございますでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○Ａ部会長 事務局のほうもよろしいでしょうか。大丈夫ですか。 

 それでは、ほかにご質問、ご意見がなければ、ここでお諮りをいたします。 

 第６次東大和市地域福祉計画令和６年度実施状況報告につきまして、今一部、事務局の

ほうで持ち帰るということがありましたが、それ以外の部分に関しまして、この内容で全

体会に報告をさせていただくということでご賛同いただいてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 それでは、異議なしということで、こちらについて、２月の全体会で報告をさせていた

だきたいと思います。 

 それでは、続きまして、議事の（２）第７次東大和市地域福祉計画アンケート調査報告

でございます。 

 事務局から説明をお願いします。 

○事務局 それでは、事務局よりご説明いたします。 

 議事（２）第７次東大和市地域福祉計画アンケート調査報告についてでございますが、

資料２－１、地域福祉計画に関するアンケート調査結果（概要）をご覧ください。 

 まず、１の調査概要はご覧のとおりとなります。 

 次に、２、集計結果につきましてご説明いたします。 

 アンケート配布数は２，０００件、回収数は７６１件となり、回答率は３８．１％でご

ざいました。配布数は違いますが、回答率は前回の３５．７％を超える結果となりました。

前回を超える結果となりましたことは、部会委員の皆様とともにアンケートの質問内容を
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精査し、作成できたためだと実感しております。改めて、ご協力いただきましてありがと

うございました。 

 次に、回収方法の内訳といたしまして、郵送が６１．８％、ウェブが３８．２％となり

ました。 

 次に、回答者性別内訳、年齢層内訳、裏面をご覧いただき、年齢層別回答率は記載のと

おりでございます。 

 ３のまとめといたしまして、設問数を前回の４９問から２０問に大幅に減らしたものの、

回答率の大幅な増加は見られませんでした。要因といたしましては、調査票に管理番号が

記載されておりましたことから、抵抗感を持ち、回答しなかった層がいたことが想定され

ます。また、２０代、３０代の若年層の回答率が前回よりも増加しているのは、ウェブ回

答を取り入れた影響があったかと思われます。 

 最後に、前回調査時よりも性別や年齢の無回答が増加していることに関しましては、個

人情報の設問のページを最後に持ってきたために、見落とされてしまったのではないかと

も推測しております。 

 資料２－１の説明は以上となります。ここまでで質問があれば、お願いいたします。 

○Ａ部会長 この件に関して、じゃ、質問等あればお願いいたします。 

 これ、Ｄ委員、評価はどうでしょうか。 

○Ｄ委員 何かご謙遜なさっていましたけれども、回収率３８．１％、約４割というのは

かなり高いので、すばらしいと思います。 

 １点、フェイスシートの部分を最後に持ってきたので、ちょっと書き漏れというか、記

載漏れが少しあったのがちょっと残念だったかなとは思うんですけれども、それは今調査

のトレンドとしては、初めにやると、それでもうちょっと答えるのをやめようかなみたい

なのがあって、最後に持ってくるというのがありますので、それもある意味想定内という

ところもあります。なんですけれども、工夫ができたら、もうちょっとデータとして使え

るものがあったかなとは思いますけれども、すばらしいと思います。 

 ちょっと事前打合せのときに、Ａ委員からもご指摘があって、資料の裏面ですかね、年

齢層別回答率を出していただいて、見ると、やっぱり１０代、２０代が少ないんですけれ

ども、そうですね、やっぱり６０代、７０代の方が多いので、これもほかの地域でやって

も同じような感じで出ます。ですので、この分析するときに、やっぱり６０代、７０代の

方が多いという、そこにある意味引きずられるわけなので、この後、報告ありますけれど

も、やっぱり年齢とその項目というものでクロス集計した中でしっかり分析をしていくと

いうことも大事になるかなと思いますが、おおむね成功したんじゃないかなというふうに

思います。ご協力ありがとうございます。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 今あったフェイスシートを最後に持ってきただけではなくて、ページが変わっちゃった
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んですね、最後だけが。そこのデータがつかなかったというところがちょっと残念なとこ

ろかなと思います。 

 今お話ありましたけれども、年齢別の回答率というのもあえて資料に出していただいた

んですが、ただ、思ったより１０代、２０代も回答しているなということでいうと、よか

ったのかなというふうに私も感じました。 

 いかがでしょうか、皆さんのほうで何かご意見、ご質問等あれば。よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○Ａ部会長 では、引き続き事務局のほうから、まだ調査の件ですね、アンケートの件で

すね。よろしくお願いいたします。 

○事務局 続きまして、資料２－２、資料２－３をご覧ください。 

 資料２－２、地域福祉計画アンケート調査結果（単純集計）は、アンケート結果を単純

集計でまとめたものとなります。参考でご確認いただけたらと思います。 

 資料２－３は、東大和市地域福祉計画に関するアンケート報告書（案）となります。今

年度末に公表する報告書の案であり、アンケート調査の結果について、年代別でクロス集

計を行い、取りまとめた資料となります。 

 資料２－３の内容についてご説明させていただきます。 

 １ページ目をご覧ください。 

 １、調査概要となります。 

 先ほどご説明させていただいた調査結果概要と重複する部分がありますので、併せてご

確認いただければと思います。 

 続きまして、報告書の内容を説明させていただきます。 

 時間の都合上、１つ１つご報告する時間がございませんので、特筆すべき内容について

ご説明いたします。 

 まず、全体的な傾向といたしまして、防災や災害時に関することに対する回答が非常に

高く、この背景には、いつ起こるか分からないとされております地震などへの不安感から

来るものというふうに思われます。昨年のドキュメント分析の際にも見つかった論点にな

りますが、防災と福祉の連携の重要性が示されているものと思われます。 

 次に、１４ページ、１５ページをお開きください。 

 問１３、１４は保護司に関する設問になります。この設問に関しても、部会の皆様のご

意見を反映させた設問となっております。アンケート調査結果から、保護司の認知度はあ

る程度あることが読み取ることができました。この内容とともに、保護司会へインタビュ

ー調査を行い、再犯防止計画へつなげたいと考えております。 

 最後、２１ページをお開きください。 

 問いの１９、あなたの家族についてお答えくださいという質問になります。３０歳代か

ら７０歳以上にかけて、年齢層が上がるにつれ、単身世帯が増加していることが示されて
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います。この結果から読み取れる内容といたしまして、孤独・孤立対策や身寄りのない高

齢者対策などについて、次期計画へ反映させていく必要性が読み取れる結果となっており

ます。 

 以上、簡単ではございますが、都市計画に関するアンケート報告書（案）の報告になり

ます。 

 また、本日の部会で報告案の内容を決めることは難しいとも思われますので、この後の

ご質問以外にも何かございましたら、来週の１７日火曜日までにご連絡いただければと思

います。また、その内容の修正等につきましては、事務局のほうへ一任いただければと思

います。 

 なお、全体会でのご意見を聞いた後に、再度、３月上旬に地域福祉部会の委員の皆様に

はご確認いただきたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上となります。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 説明が終わりました。 

 こちらにつきまして、皆さんのご意見やご質問をお受けしたいと思います。いかがでし

ょうか。感想とか、そういったものでも結構かと思われます。 

 はい、Ｄ委員。 

○Ｄ委員 Ｄです。分量が多かったので、報告なかったと思うんですけれども、問１６、

１７ページ以降の、要は自由回答欄で結構いろいろ書いていただいていたので、ここも簡

単にご説明いただけるといいかなと。とても重要なことも、要はアンケート調査だけでは

拾い切れなかったことなど書いてあるかなと思うので、その辺、ご説明いただけるとうれ

しいなと思うんですけれども。 

○Ａ部会長 事務局、お願いします。 

○事務局 では、事務局のほうから。 

○Ａ部会長 皆さんは、１７、１８ページでよろしいですかね。 

○Ｄ委員 １７、１８ですね。 

○事務局 １７、１８ですね。説明をさせていただきます。 

 まず、自由意見につきましては、円グラフのとおりになっております。部分について、

記載をピックアップさせたというところになります。やはり、地域福祉計画のアンケート

ということで、地域コミュニティに関するご意見、ご質問、ご提案などが多くあったとい

うところで、３３％になっております。 

 その次に、相談窓口、情報発信というところと、交通に関するところが１１．２％で２

番目に多くなっているというところでございます。 

 続きまして、４番目に福祉全般に関する問合せが１０．７％、先ほどの説明があったと

おり、防災に関する質問が５番目というところです。 
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 記載内容等につきましては、裏の中に書いてあります。 

 続きまして、高齢者支援、衛生、子育て支援という順番で続いているところになってお

ります。 

 ご意見があったものにつきましては、複数回答があったり、特に特筆すべきことの内容

について、こちらのほうで記載させていただいているような状況になっております。 

 非常に簡単で申し訳ありませんが、自由意見欄の説明については以上となります。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。 

○Ｄ委員 ちょっと質問の仕方があまりよくなかったかもしれないですけれども、何件と

いう数字というよりも、書いていただいた内容で、アンケートとかではちょっと拾えなか

った、この自由回答だからこその何か意見が、もしこの報告書の中で、要は次期計画に生

かすということなので、何かそういう内容がもしあればという、すみません、質問があま

りよくなかったんですけれども。 

 特になければ、全然大丈夫なんですけれども、もしあれば、そこをちょっとご紹介いた

だくとうれしいかなと思っておりました。 

○Ａ部会長 いかがでしょうか、何か。 

○事務局 じゃ、すみません、事務局が答えるまで。 

○Ｄ委員 すみません。 

○事務局 文字でいえば、全部で何万文字あったのかな。相当な分量のボリュームでいた

だきました。本当に内容、今、Ｄ委員もおっしゃられたように、多岐にわたる内容という

ところをぎゅっと凝縮して、ここにちょっとトピックス的な形で出させていただいており

ますけれども、実際はもう本当にいろんな１つの長文がいっぱいあるというようなもので

ございます。 

 ちょっとその１つ１つ、事務局としても目を通してはおりますが、やはりちょっと報告

というベースで、まずどういうふうに出そうかなというところでは、先日ちょっとご提案

のあったテキストマイニングとか、そういったことも考えたんですけれども、なかなかち

ょっとその辺の環境がうまくつくれなくて、ちょっとこういう出し方を今させていただい

ているのかなと思います。 

 本当に、私のほうで見た感じでは、やはり災害関係とかは思ったよりも結構多かったな

というのと、やっぱり地域コミュニティのところが強いなという印象を受けましたけれど

も、そのほか、どうですか。これは、アンケートに書いていなかったなみたいなこともあ

ったと思いますけれども、質問以外。質問になくて、参考にできるもの。 

○事務局 １７ページの相談窓口、情報発信というところで、全市民に同じ情報が行き届

いて、デジタルではなくアナログな方法も残しというようなところもありますので、今デ

ジタルがどんどん進んでいる中で、そういったアナログがどういった方法で残せるのかと
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いうような方法も、ちょっと検討していかなければいけないのかなというようなところも、

ご意見をいただいたので、反映できるかというところを考えていきたいと思います。 

 また、１８ページの防災のところの個人情報の観点で難しいかもしれないがというふう

にありまして、そこに最後に、特に自治会など、地域などのつながりの方策を考えてほし

いというようなご意見もありました。今、自治会の加入率も低いですし、このアンケート

から読み取れるとおり、近隣との関わりというのは非常に少なくなっている中でも、やは

りいざ防災や災害が起きたというのは、隣近所の力というのが必要ということになります

ので、こういうつながりがなくなっている中で、どういったふうにつながりを求めていく

のか、強化していくのかというところも考えていかなければいけないのかなという点です

ね。 

 あと、続きまして、高齢者支援というところで、一人暮らしをされている高齢者の支援

や見守りをさせていただきたいですというふうにありますので、今も高齢者の見守り事業

というのは、社会福祉協議会さんのほうでもやっていますし、民生委員さんのほうでもそ

ういった事業をやっておりますので、そういったところを計画にも取り入れていって、ど

のようにしていくかというような視点を持って、計画を策定していきたいと思います。 

 以上になります。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。 

○Ｄ委員 ありがとうございます。 

 報告書って、これ、いつまでに仕上げる感じですか。今、お示しいただいているアンケ

ートの報告書って。 

○事務局 アンケートの報告書は、今日のご意見を聞いた後、今日出し切れなかった部分

につきましては、来週１７日火曜日までにご意見をいただければと思って、それでそれを

まとめたものを２７日の全体会で、もう一度アンケートに提出させていただきまして、全

体会でまたご意見を聞いたものに対して、すぐに３月上旬に部会委員の、地域福祉部会の

皆様には発表する前にご意見を伺いまして、最終的にそれで３月末に発表というふうな流

れになっております。 

○Ｄ委員 ありがとうございます。 

 ちょっとタイトだとは思うんですけれども、今日の先ほどのご説明もすごくよく分かり

やすかったので、この問１６の出し方を、せっかくなので、これでも分かるっちゃ分かる

んですけれども、ほかのアンケートでかなりひもづくような、要は具体につながるような

内容が書いてあるので、何か報告書の書き方として、この問１６で出てきた意見を、この

アンケートの数字をちょっとリアルな補完をするという意味で、書き方だとは思うんです

けれども、何かそこをちょっと工夫できるだけで、ここの問１６の貴重なご意見をうまく

生かせたら、いい報告書になるかなというふうに思うんで、ちょっとタイトだとは思うん
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ですけれども、私も協力しますので、何か一工夫あるとすごくいいなという感じがします。 

 すみません。首を絞めてしまって、すみません。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 Ｅ委員、お願いします。 

○Ｅ委員 Ｅです。今回、本当に３８．１％、職員の方が７６１枚を集計したと、本当に

大変なことだと思いまして、何時間も本当にありがたく、感謝申し上げます。 

 それで、前回の令和２年３月のこちらの報告書と、こちらの今回送っていただいた報告

書ですね、もちろん業者の方がやったと、職員の方がやったということで、あと設問数も

違いますので、片や８２ページ、２９ページと、別にページが少ないから駄目ということ

ではなくて、簡潔にまとめてくださっているのはとてもいいことだと思います。 

 ただ、私、何問かは、前回あったように地区別で出していただけるのがいいかなとちょ

っと思ったんですけれども、前回、地区別というのがありまして、どこの地域がどういう

数字というのがございました。 

 先ほど、民生委員の欠員があるという話もございました。このアンケートの中に、ボラ

ンティア活動に参加したい、またはできると思いますかという質問がございますので、例

えばそういった地区別とかが出ていますと、この地区でボランティアやった人、こんなに

たくさんいるんだと、でもここは民生委員欠員だから、じゃ、もうちょっとここの地域で

何か掘り起こし、ここの地区で説明会をしてみようかとか、そういった何か、先ほどの施

策にもつながっていくのかなというところで、もちろん全部地区部が欲しいというわけで

はございません。そういった今後の施策につながるものについては、本当にもう集計を、

またね、１枚１枚見て、どこの地域かとやるのも大変なことだと思うんですけれども、今

後の手がかりになるかなというふうに思いまして、幾つかは地区別をこちらの報告書の中

に入れていただければよろしいんじゃないかなというふうに思いました。 

 以上です。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 事務局、お願いします。 

○事務局 事務局からご説明します。 

 ちょっとそこまでご説明したかどうかは分からないんですけれども、今回、まず地区別

のアンケートを取っていないんですね。 

○Ｅ委員 そうか、ごめんなさい。取っていなかった、ごめんなさい。そうですね、すみ

ません。 

○事務局 東大和の地区別で大きく差が出ないんではないかというようなところで、１つ

に、次からは。 

○Ｅ委員 大変失礼しました。 
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○事務局 というところで、すみません。 

○Ｅ委員 ちょっと、先ほどの民生委員の欠員というのに、すごく頭がそちらのほうに行

っていて、申し訳ございませんでした。失礼いたしました。 

○Ａ部会長 よろしいですかね。 

 事前のこの調査をどういう内容にしようかという議論の中で、地区別は確かに外したと

いう、そういったことだと。 

○Ｅ委員 すみません、今思い出しました。ありがとうございます。すみませんでした。 

○Ａ部会長 ほか、いかがでしょうか。 

 Ｂ委員、お願いします。 

○Ｂ委員 Ｂです。本当は、このアンケートから新しい福祉計画に、これまで市がやって

いるアンケートと併せて福祉計画に昇華していくということになるんでしょうけれども、

残念ながら、どういうふうにそこを結びつけていけばいいかというのが、私は能力がない

ので、単に気がついた感想程度でしか言いようがないんですが、確かに令和２年に比べる

と、今回災害というキーワードが目立ってきている。 

 特に、問１２で社協さんのところに、これは令和２年度のときはそういう質問項目がな

かったかもしれませんが、社協さんの役割に災害対策云々が入ってきている。これが、社

協さんの役割で一般市民が期待するのは、４本柱、上の地域のつながりと災害対策、高齢

者・障害者支援、子育て、こういう４つになるぐらいに、災害対策は社協さんのところに

も入ってきているんで、この辺をどういうふうに社協さんの仕事、それから今回の地域福

祉計画に反映させていくかという提案まではできないんですけれども、確かに市民の皆さ

んの関心が災害に来ているということは事実だと思うんです。 

 それと、あわせてもう一つ、同じ社協さんで、成年後見制度の権利擁護の充実のところ

が非常に少ないんですね、期待する役割として。ただ、成年後見制度の中核機関として、

社協さんを指定しようかというところまで来ているんですね。中核機関になったというわ

け、だからその辺との兼ね合いで、じゃ、市民の関心が薄いから、もう中核機関はなしで

いいやというふうになると、時代に逆行するでしょうし、そこのところは、成年後見制度

の今後の展望も含めて、しかるべく権利擁護の充実の方向へやってもらいたいという要望

です。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 まず、事務局のほうからお願いします。 

○事務局 今の成年後見の関係、認知症の高齢者がどんどん増えていくというようなとこ

ろで、成年後見に求められるところも多くなってくるところでございますので、今度は新

たに中核機関というところもございますので、そちらにつきましては、社会福祉協議会さ

んと連携しながら、進めさせていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 
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○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 では、私のほうからも少しお話をさせていただきますと、防災・災害についてですね、

今回キーワードとなっているという中でいうと、今、Ｂ委員おっしゃったとおり、社会福

祉協議会に期待することも、この災害対策ということが挙がってあります。 

 恐らくは、災害ボランティアセンターというのが結構皆さんに浸透してきている部分が

あるのかなというふうには、私は評価しています。災害ボランティアセンターはどの地域

も、やっぱり社会福祉協議会が立ち上げているんだというのが皆さんにもご理解いただけ

てきているのかなという部分でいうと、災害ボランティアセンターですね、やはり社会福

祉協議会への期待という部分が表れてくるのかなというように思いますし、やっぱりいわ

ゆる要支援者というか、そういった皆さんがお困りになるというあたりも、皆さん、大分

認識してきて、やっぱり福祉と災害のつながりというのが浸透してきた結果なのかなとい

うことで、社会福祉協議会のほうとしても、当然この災害対策、今後も力を入れていきた

いなというふうに思っていますので、ぜひ計画のほうに反映できたらなというふうに思い

ます。 

 成年後見については、今、Ｂ委員おっしゃったとおりで、恐らく当事者にならないと気

がつかないというか、当事者にならないと、困ったり、必要だということが伝わらないと

いうのがまだま状況だと思います。今後、中核機関に向けてということで、今市と連携を

図っておりますので、そういった新しい看板なりが立ち上がったときには、逆に今時点、

要するにまだ成年後見が必要な状況になる前から、皆さんにとって必要なことなんですよ、

重要なことなんですよというあたりを、やっぱり重点的に市民の皆さんに分かっていただ

く、知らせていくという行為が必要になってくるのかなというのを、逆に改めてこの調査

の結果からも感じた次第でございます。ありがとうございます。 

 あと、ほかはいかがでしょうか。 

○Ｄ委員 何か、あれですね。１０代がすごく高いですね。今の問１２の結果を見ると。

災害対策等の推進も。１８から１９歳。 

 成年後見制度等の権利擁護の充実についても、１０代の方が、人数はそんなに多くない

中でのことですけれども、となると、メディアとかの報道もあるんでしょうけれども、も

しかしたら福祉教育というか、そういうものも浸透してきている結果かもしれないですし。

何か、ここ、面白い結果というか。 

○Ａ部会長 そうですね。とはいいながら、ボランティアのあれが低かったり。 

 今の話でついでに言うと…… 

○Ｄ委員 知識と行動がちょっと違うかもしれないですね。 

○Ａ部会長 実は、ここに出るかな、問７、ちょっと表としては見にくいんですけれども、

問７を見ていただくと、悩みや不安をどこに相談をしますかということに対して、社会福

祉協議会は大変低い数値が出ていまして、職員なりにちょっとショックを受けているんで
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すが、これ、余計なことですけれども、民生委員さん、本当に少なくて、３名とかという

答えが出ているんですよね。もちろん、福祉を当てにしなくてもちゃんとそういうことが

できるんだという環境になっているということであれば、もちろん問題はないと思うんで

すが、必要なのに知られていないということが今後ないように、やっぱり取り組んでいか

なければいけないなというふうに改めて感じた次第です。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか、皆さんのほうで。感想なんかも含めてで結構ですが。 

○Ｄ委員 今の問７って、日々の生活での悩みや不安なので、だから家族とか近隣とか友

人とか、基本日々の生活の悩み。もうちょっと専門的な、本当に深刻な相談になったら、

やっぱり専門機関に相談するのかななんていうふうに思うと、この結果もそうなるかなみ

たいなところはありますけれども、でも民生・児童委員さんもあれですよね、相談してほ

しいですよね、日々の。 

○Ｃ委員 どんな小さなことでもとは思いますよね。 

○Ｄ委員 だから、そこが知られていないかもしれないですよね。 

 だから、こういう結果って、いろいろ考察ができるので。 

○Ａ部会長 自治会もそういう意味では少ないんですけれども、今回の調査で私が感じた

のは、自治会が必要だという声が結構上がっていて、皆さん、自治会が必要と認識してい

るんだと言いながら、自治会活動に参加しますかという質問には、参加したくないという、

その辺がやっぱりちょっと時代を反映しているのかというところで、結構複雑な結果にな

っているなというふうには感じたところです。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○Ａ部会長 確認ですが、じゃ、この結果は３月の末までに正式なものが発表されるとい

うことでよろしいでしょうか。 

○事務局 はい。 

○Ａ部会長 それまでは、じゃ、部外秘ですね。 

○事務局 そうですね。 

○Ａ部会長 部外秘ですね。じゃ、皆さん、あくまでもこれは部外秘ということでお願い

をしたいと思います。 

 では、改めて確認をしたいと思います。 

 この第７次東大和市地域福祉計画アンケート調査報告について、現時点でということに

なりますが、このとおりの内容でご賛同いただくということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 それでは、まだ、でも質問とかご意見、受け付けるということですね。 

○事務局 はい。 
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○Ａ部会長 もう一回、いつまでということでしたか。 

○事務局 来週の１７日火曜日までに、ちょっと短いんですけれども、メールなりご連絡

を、できたら文書のほうがいいかなと思いますので、メールとかでお願いします。 

○Ａ部会長 じゃ、来週火曜日１７日までに、何かありましたら、事務局のほうにお寄せ

いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 次に進みたいと思います。 

 続きまして、議事の（３）第７次東大和市地域福祉計画インタビュー調査についてでご

ざいます。事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 では、議事（３）第７次東大和市地域福祉計画インタビュー調査についてご説

明いたします。 

 資料の説明に入る前に、第３回部会との変更になった点につきましてご説明いたします。 

 前回の部会では、インタビュー調査につきましては、１０月下旬から２月中旬にかけて

調査を実施、第４回の部会で調査結果を報告するとお伝えしておりましたが、１２月に実

施したアンケート調査の結果をインタビューに反映させてから、インタビュー調査を実施

する方向へと変更させていただきました。 

 理由といたしましては、インタビュー調査を実施していただきます部会員の方へ、アン

ケート調査の内容を基に深堀りするために、再度のインタビュー調査を実施していただく

ことの負担を避けるために、またアンケート調査結果を見ながらインタビューを行うこと

によって、より効果的なインタビュー調査ができる点から、時期を変更させていただきま

した。 

 それでは、内容のご説明をいたします。 

 資料３－１、地域福祉計画インタビュー調査の流れをご説明いたします。 

 １、インタビュー調査の目的、２、実施期間、３、配布物につきましてはご覧のとおり

でございます。配布物については、ご協力いただく委員の机上に配布させていただきまし

た。 

 ４、インタビュー調査を始める前に、インタビューをする方へインタビュー調査同意書

を記入してもらい、内容はＩＣレコーダーにて録音をお願いいたします。 

 ５、インタビュー方法は、インタビューガイドを参考にしていただき、インタビューを

お願いいたします。 

 なお、あくまで参考でございますので、質問の順番や実際の質問内容については、必ず

しもインタビューガイドどおりでなくとも、柔軟にご対応いただいて結構でございます。

人数や時間も特に定めはございません。 

 ６、提出方法については、２月２７日の金曜日、地域福祉委員会で事務局へご提出をお

願いいたします。 

 ７、提出後についてですが、録音内容を文字起こし及び要約を行いますので、発言の意
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図やニュアンスに誤りがないか、ご確認をお願いいたします。 

 ８、調査結果につきましては、令和８年度第１回地域福祉部会にてご報告いたします。 

 以上で、事務局からの説明となります。ここまでで質問があれば、お願いいたします。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 ここまでのところでご質問をということです。何かございますでしょうか。 

 Ｂ委員、お願いします。 

○Ｂ委員 私がインタビューと直接関わらないので、何か言うのもやや筋違いかもしれま

せんけれども、先ほど名前が挙がった方が、社内なり、組織の中なり、あるいは同僚、言

ったら出入りしている業者の中で適宜選んで、次のページから出るような項目を聞くと、

そういうスタイルなんですね。 

○Ａ部会長 いかがでしょうか、事務局。 

○Ｂ委員 だから、ある程度、ふだんから仕事をやっている方でないと、そのつながりも

ないから、もちろん私のように一般市民だと、せいぜい知っている市民は公民館に行った

ときに顔を合わせる二、三人しかいないというようなのだとできないけれども、業界代表

というか、業界で活躍されている方なので、横のつながりもあるし、適宜選出してインタ

ビューすると、そういうことなんですね。 

○Ａ部会長 そうですね、はい。関係者の方にいただくということです。 

○Ｂ委員 でも、口で言うは易く、なかなか時間もかかるし、いろいろ相手の考えから質

問しなきゃいけないし、なかなか骨が折れますね。 

○Ａ部会長 その辺、また、続きの３－２の資料でも確認できますかね。 

○事務局 はい。 

○Ｂ委員 それで、質問でちょっと気になったのは、例えば成年後見制度関係（社会福祉

協議会）と、社会福祉協議会だから、部会長が主としてリーダーシップを取ってやるとい

うことになると思うんですけれども、社会福祉協議会関係で、何か福祉教育が出ている。

なかなか、いや社協さんも非常に力を持っておられると思いますが、教育ということにな

ってくると、なかなか教育が絡めば、市そのものとか、教育委員会が多少絡ませないと、

なかなかアンケートを取りづらいんじゃないかというふうな気が、その辺は、言われなく

ても分かっていることかもしれませんけれども、何かそういう特に教育関係の質問なり、

アンケートというのは、その辺がやや気になりました。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 それは、この後また事務局から説明がありますので、３－２の資料について、この後、

資料の説明がありますので、今は３－１のインタビューの流れだけで、こちらのほうにま

ずはご意見、ご質問があればと思いますが、それはよろしいでしょうか、もう。 

○Ｂ委員 はい。 

○Ａ部会長 じゃ、今ちょうどＢ委員がもう質問もありましたので、資料３－２のほうの



－20－ 

説明をお願いします。 

○事務局 では、資料３－２、地域福祉計画インタビュー調査質問内容一覧をご説明いた

します。 

 こちらも、全ての調査内容をご説明する時間がございませんので、大まかな部分につき

ましてご説明いたします。 

 まず、共通事項としまして、質問の趣旨を明確にするために、各質問に対する質問の狙

いを示しております。 

 次に、今後社会福祉法が改正され、頼れる身寄りがいない高齢者への支援事業が開始さ

れる見込みのため、関連するインタビューについて、その質問を入れております。 

 最後に、全ての項目に、各基本目標に対するご意見、アイデアをという質問を入れてお

ります。 

 それでは、それぞれの目標に対するインタビュー調査、質問内容をご説明いたします。 

 基本目標２－２、地域包括ケアシステムとコミュニティづくりの推進、基本目標２－４、

地域の見守り・支援ネットワークの構築については、民生委員・児童委員に対して、委員

にてインタビューを行い、くらし・しごと応援センターそえるの職員に対しましては、事

務局がインタビューを行います。 

 民生委員・児童委員に対する質問案といたしまして、地域包括ケアシステムの必要性に

ついて、地域包括支援センターとの連携、見守り活動から支援につなげる際の課題、そえ

るとの連携について質問を行います。 

 そえるに対する質問案といたしまして、包括的な支援・サービス提供体制の必要性とし

て、誰もが暮らしやすい地域づくりのために必要なこと、現状の把握、事業での課題に対

する質問を行います。 

 続いて、基本目標２－７、成年後見制度のさらなる利用促進、東大和市成年後見制度利

用促進基本計画（案）と基本目標４－１、福祉教育の推進につきましては、社会福祉協議

会の職員に対しまして、事務局がインタビューを行います。 

 質問内容は、成年後見制度に対する普及や啓発活動の必要性、担い手の確保、育成の課

題、地域連携ネットワークづくりに向けた課題に対する質問を行います。 

 福祉教育の推進に対する質問案といたしまして、現状の取組の確認、社会福祉協議会の

福祉教育の捉え方、事業の課題について質問を行います。 

 次に、基本目標４－３、利用者の立場に立った福祉サービスの推進、基本目標４－４、

福祉人材の育成と福祉サービス提供体制の確保については、委員にインタビューをお願い

します。 

 なお、質問案の作成につきましては、委員にもご協力をいただきました。 

 インタビューは、各委員が所属いたします職員に対しまして質問していただきます。内

容といたしましては、サービス提供における課題、福祉サービスの提供体制について質問
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していただきます。 

 最後に、再犯防止関係についてであります。基本目標４－５、再犯防止の推進（東大和

市再犯防止推進計画）といたしまして、事務局が保護司会へインタビュー調査を行います。 

 内容といたしましては、保護司の活動における課題、地域の受入れや協力に対する課題、

市との連携などに対してインタビューを行います。 

 以上、簡単ではございますが、事務局からの説明でございます。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 Ｄ委員、何か補足とかはよろしいですか。 

○Ｄ委員 そうですね、大丈夫です。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 それでは、Ｂ委員の先ほど質問がありました、その点に関して、事務局からお答えをい

ただきたいと思います。 

 １つ目は、成年後見に関して、部会長がということであったんですが、これ実は、私が

やると同僚に質問することになるので、事務局のほうで、私も立ち会いますが、事務局の

ほうで社協の職員にインタビューをしていただくということになります。 

 それから、福祉教育についても、私のほうでよろしいでしょうか。これもやっぱり社協

というか、ボランティアセンターの取組として、現状今、福祉教育、各学校で車椅子体験

ですとか、アイマスク体験とか、そういった取組をしていますので、そのあたりのところ

をインタビューにお答えしたいというような形で今考えているということになります。 

 以上となります。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ほかの皆さん、いかがでしょうか。このインタビューに関して、質問内容等で、これが

不足しているんじゃないかとか、どんな質問をしていいんですかというようなことがあれ

ば、ぜひ寄せていただければと思いますが。 

 お願いします。 

○Ｃ委員 Ｃです。回答でお出しするのは音声だけでいいんですか。こちらに書く用紙が

あるんですけれども、何か書く必要があるのかどうかを伺いたいんですが。 

○Ａ部会長 事務局、お願いします。 

○事務局 書いていただいても結構ですし、ＩＣレコーダーをご提出していただければそ

れで十分ですので。 

○Ｃ委員 じゃ、もう一つ。即答ができないような質問、結構その場ですぐに答えが出な

いようなのもあるんですけれども、例えば時間をかけて言葉で書くとかいう必要がありま

すか。その場ではちょっと無理、ちょっと考えさせてというような相手がいた場合、そこ

はいかがでしょうか。 

○事務局 事務局です。確かに、その場でいきなり話して、すぐ答えられる内容もあるか

と思いますので、場合によっては、事前にインタビュー対象者の方にこれをお見せしても
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いいかなと思います。インタビュー調査なので、書くというよりは、インタビューして相

手との会話というところで、ご質問していただいて回答を得ていただきたいと思いますの

で、お願いします。 

○Ｄ委員 ちょっと補足で。 

○Ａ部会長 そうですね、お願いします。 

○Ｄ委員 このインタビューガイドの使い方とすると、インタビューする方が、ご自身と

して何を聞かなきゃいけないかなということを確認するような、そんなような役割があり

ます。なので、お話のキャッチボールが大事なので、その中で、ご自身で、これはちょっ

とキーワードとして残しておいたほうが、次、話をするときいいかなみたいなぐらいの感

じで使っていただければいいかなと思います。 

 もう一点なんですけれども、もし可能であれば、事前にインタビューをお願いする方に、

このインタビューガイドを、コピーでもいいですし、データでもいいんですけれども、お

渡ししておくと、事前に準備もしていただけるので、お手間なんですけれども、そのよう

にしていただくととても助かるなというふうに思います。 

○Ａ部会長 ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 ほか、いかがでしょうか。実際にインタビューをしていただく委員は、そういうことに

なりますが、この準備でよろしいでしょうか。 

○Ｂ委員 同じ委員で何もしない委員から申し上げるのもあれですけれども、何かインタ

ビューを、それをすればするほど、何か大変そうだなと。そういう何か、あれがするんで

すけれども。 

 何かの形で、市の福祉課の職員さんがちょっとでも同席しているほうがやりやすいとか、

逆に市の職員がいると、本音が聞きづらいということもあるかもしれませんけれども、難

しいところですね。 

○Ａ部会長 特に、よろしいですかね。ありがとうございます。インタビューのここは大

丈夫ですか。 

〔発言する者なし〕 

○Ａ部会長 それでは、じゃ、この第７次東大和市地域福祉計画インタビュー調査につい

ては、このとおりの内容でご賛同いただくということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○Ａ部会長 ありがとうございます。 

 それでは、異議なしということで、このとおりの内容で進めさせていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、次第の４、その他でございます。 

 事務局からお願いいたします。 

○事務局 それでは、最後に、事務局からでございます。 
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 第２回の地域福祉委員会の日程についてご案内いたします。 

 日時は２月２７日金曜日の午後１時、会場は東大和市立保健センターでございます。ご

多忙の折、大変恐縮でございますが、ご出席くださいますようお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

○Ａ部会長 事務局の説明は終わりました。 

 何か、ご質問、ご意見等ありますでしょうか。 

○Ｅ委員 民生委員さんにインタビューされる方には、本当にお手間を取らせますけれど

も、やはりこの中にもあったような、やりがいとかございますよね。やはり、こういった

報告書とかが出るときに、インタビュー調査でこんなことがありましたと、もしかしたら

民生委員をやりたいんだけれども、このアンケートにもございますように、自分にはでき

るかどうか分からないというような、何かそんなことが書いてあるアンケートもございま

したので、これならちょっと私でもできるかもしれない、こんなやりがいがあるんだった

らやってみたいなとか、そういう何か発掘にもそのインタビューってつながるのかなとい

うふうに思っておりますので、本当、大変だと思いますけれども、よろしくお願いいたし

ます。 

○Ｃ委員 激励、ありがとうございます。 

○Ｄ委員 東大和市って、民生委員・児童委員の経験者がサポーターみたいになるという

のは駄目なんでしたっけ。 

○事務局 いや、駄目ではないです。 

○Ｃ委員 協力員という制度があるので、やっているところもあります。ほかの。 

○Ｄ委員 そうなんですよ。ほかでそれでやって、要はＯＢ・ＯＧがいるので、ちょっと

安心につながって、じゃやろうかなと、心のハードルが下がるというのが１つと、あと、

学生民生委員みたいな感じで、小学生４年生以上ですけれども、何か子供たちが民生委員

の方と一緒にやるみたいな取組もやっているところはあるみたいで、よくご存じですね。 

○－－委員 一緒にごみ出ししたりとかですね。 

○Ｄ委員 さすがですね。だから、そういう工夫をしていくしかないんですよね。先ほど

のＢ委員の取組として、計画としてそれを書くというのはなかなか難しいんですけれども、

それを実際の取組に生かしていくというのは、もうよくご存じなので、改めて話をしませ

んが。 

○Ｂ委員 私は個人的にはね、今日の会議とは関係ないんですが、民生委員さんの報酬を

倍とか３倍に一気にしたほうが、そうすれば人は比較的集まる。民生委員だとか、保護司

さんも今非常に不足しているんでしょう。考えれば考えるほど難しい仕事ですよね、民生

委員さんも保護司さんも。これは、報酬を上げるしかないと思うんです。 

○Ｄ委員 ちょっと目的と手段があれですよね。 

○Ｂ委員 あまりに上げると、また悪いことをする人がいるのかもなと思うんですけれど
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も。 

○Ａ部会長 いかがでしょう、ほか、何かせっかくなのでこの機会にご発言いただければ

と思いますが、よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○Ａ部会長 事務局もよろしいでしょうか。 

○事務局 はい。 

○Ａ部会長 それでは、以上をもちまして、第４回地域福祉部会を閉会とさせていただき

ます。 

 どうもお疲れさまでした。 

 


